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_財
^

^
は
、>ユ
：
般
社
會
科
學
中̂
於
て
、
最
も
固
定
的
な
名
體
弟
を
尾
へ
た
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
此
體
系
は
略
*
十
九
世
紀
末
迄 

/
.にi

一
 R

成
さ
れ
^

o
"謂
は
，：ば
、
財
、
政
學
の
開
花
結
實
の
時
期
は
、

'
‘ヮ
グ
ナ
ア、
.

■

シ
ュ
I

イ
ン
、
i：；,ル
' B

ア
•
ボ
オ
リ
ュ
ゥ
、
バ
ス
テ
エ
ブ
ル
等
 

.

.の
時
代
i

謂
べ
^
-で
あ
ら
う
。
.

然
し
體
系
の
固
定
は
決
^

て

其
-£
:

兀
成
1

思
，味
す.
1
4も

め

，
で

は

众
ザ

:'
0他
.社
#
諸
科
學
が
そう
.で
^

る 

や
う
に
.、
財
政
學
も
亦
、
其
：

0

舞
象
占
な
る
べ
き1

形
懶
の
變
化
に
伴
つ
：

.て
、
：共

现

論(0
疆

を

吏

新

す

る0
-こ
、
れ

、
：，
體

系

0
固
定 

'靜
41

:
の
.あ
>

得
.べ
か
ら
ざ
る
所
以
：で
あ
つ
て
、
殊
に
近
時

‘の
如
き
財
政
興
象
の
；著
.し
き
變
化
は
、
舊
來
の
財
政
學
說

.に
»

す
：る 

»
:時

味
.̂
要
求
す
る
。

無
論
、
財
政
學
の
：對
象
が
國
家
其
他
公
洪
體
：の
營
む
經
濟
菊
動
で
：あ
，る
ぶ

^
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異

論
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財
政
學
が
財
政
規
象
の
生
體
た
る
此
れ̂
社
會
吧
_
の
»

_
を
先
づ
究
^
:1
.散
か
0
た
^
め
、
其
理
論
體
系
对
甚
し
く
行
政
技
術
論
へ
に

. 

墮
し
.て
.居
る
。
：そ
れ
は
然
ぅ
な
ら
ぎ
る
を
得
な_か
：っ
.た
0
セ
'あ
'る
0
,
.
藉
：し
：、:.
:
1
'切
0
財
政
理
論
は
斯
る
財
政.現
^̂

會
理
論
的
說
明
を
核
心
七
し
て
科
餅
的
に
決
浞
せ
ら
.る
：>
か
ら
セ
あ
名
。
：；說
明
の
重
：心
：を
失
っ
た
論
策
は
、
試
み
に
ブ
ル
ノ
•
モ
ル
の
用
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り
れ
ば
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徒
ら
に
財
政
現
象
の
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有
用
及
び
：必
要.、
合
目
：̂
性
若
し
く
は
拍
當
性
と
謂
ふ
が
如
き
概
念
の
み
を
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じ
、
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も
な
：
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.科
學
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れ
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政
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更
に
、
理
論
の
歷
史
的
被
制
約
性
の
問
題
が
あ
る
。
財
政
學
の
如
く
、
權
カ
主
體
の
：經
濟
活
動
を
硏
究
對
象
と
す
る
社
會
科
擧
に
於

て
は
.、
權
カ
の
移
動
に
ょ
る
社
龠
體
め
歷
史
的
變
革
に
侬
っ
て
、
其
の
理
論
は
甚
し
く
制
約
せ
ら
れ
る
。
權
カ
組
織
と
し
て
の
政
治
體

の
樹
遒
狐
念
が
何
ザ
ぁ
る
か
と_
ふ
こ
と
に
從
っ
てM
Ef
i
c現
象
の
根
本
觀
念
が
決
定
せ
ら
るY
譯
で
あ
る
が
、
斯
る
權
カ
體
其
れ
自
體

は
社
#
組
織
の
歷
史
的
過
程
に
於
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
◊
舊
來
の
財
政
學
が
此
の
點
の
明
瞭
な
說
明'を
欠
い
•た
こ
と
は
確
か
に
弱

\
 

.

點
で
あ
つ
た
o 

,

1

概
に
、
强
制
务I

ハ
體(

ぎ
吕
的
5的
§
.
5
&
^
1
:

)
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ふ
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>
、
.其
ば
.敗
し
て
普
遍
的
意
義
の
も
の
で
：は
な
い0
試
み
に
封
建
國
家
と 

市
民
國
家
と
を
對
照
せ
ょ
。
共
に
强
制
公
共
體
た
る
こ
と
に
双
て
は
同
一
で
あ
る
が
、
.其
内
的
意
義
の
相
異
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
ら 

ぅ
。
絕
對
虫
義
時
代
に
於
け
る#
察
國
家
は
其
れ
に
照
靡
す
る
財
政
學
を
樹
立
し
た
。
こ
れ
が
カ
メ
ラ
.リ
ズ
ム
で
あ
る
。
然
る
に
身
分 

肌
度
を
否
淀
す(

る
第11

籍
級
の
國
家
は
各
脑
人
に
其
人
格
的
自
由
と
其
所
有
と
を
：保
障
す
今
換
言
す
れ
ば
、
斯
る
國
家
の
機
能
は
各

伽
人
の
經
濟
活
動
が
其
全
幅
の
力
を
發
揮
す
る
が
如
き
社
會
秩
序
を
紲
持
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
斯
く
し
て
自
凼
主
義
財
政
學
が
成
立 

し
た
。
國
家
の
、夜
瞥
的
理
念
は
同
時
に
最
も
安
價
な
る
國
家
を
要
求
す
る
。
財
政
主
權
の
獲
得
者
は
、
風
に
進
ん
で
、
斯
る
公
的
負
檐 

5:
1
1屬
通
級
に
轉
嫁
す
る
。

マ
ル
ク
ス
に
從.へ
ば
、

「

m ;
m
は

一
階
級
を
優
遇
し
て
他
階
級
を
抑®
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
吾
人
は
斯
る 

例
を
金
橄
貴
族
の
支
配
の
も
と
に.於
て
見
る
の
で
あ
る0,
祖
稅
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
と
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
と
の
社
會
の
中
間
曆
を
減
す
杧 

す
啥
な
い
。
斯
る
中
間»
は
、
其
地
位
上
、.祖
紙
(0
*
負
撸
を
他
.の
孰
れ
の
階
級
に
も
轉
嫁
す
ム
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
.し§
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私
は
中
世
に
於
け
る
貴
族
的
土
地
所
有
の_租
稅
免
除
^
指
撖
し
て
、.支
配
客
た
る
特
權
隙
級
は
、
何
れt
公
共
福
祉
を
維
持
す
る
爲
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W
費
用
を
、
抑
腿
せ
ら
れ
た
る
不
所
荷
險_
に
轉
嫁
せ
ん
と
乾
み.る
も
办
で
あ
.る
と
謂
つ
た
0
ブ
ル
ジJ,

ヮ
ジ
ィ
も
亦
全
く
同
樣
で 

あ
る
。
成
程
彼
等
は
、
祖
稅
を
免
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
欲
•す
る
と
ゆ
ル
ム|

日
出
歌
^

い
。
彼
等
の
契
明
せ
る
原
則
は
寧
ろ
、
.
各
人
は
其
所
得 

に
應
じ
て
納
税
す
ベ
し
と
い
ふ
に
あ
る
を
常
と
す
る
。
併
し
乍
ら
、
彼
等
比
此
處
で
も
亦
た
、
敗
接
耽
と
間
接
税
と
の
區
別
に
依
っ

C
、

蔽
れ
た
る
形
に
於
て
同

1

の
結
艰
、
少
く
と
も
殆
ど
同
ー
の
結
梁
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

"
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間
接
税
は
、
ブ
ル
ジ:9
ヮ
ジ
ィ
が
侬
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大
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現
し
て
、
讓
の
費
用
を
社I

比
較
的
貧
闲
な
る
階
級
■

は
し
む
る
爲
め
の
機
關
で

あ
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>の
僩
接
稅
論
は
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
消
翟
税41ょ
り
藉
り
來
つ
た
も
の
で
あ
る
。
兩
者
の
思
想
的
逋
繫
に
就
て
は
稿
を
改
め
て
說
く
つ
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.
こ
の
種
の
結
；

i

は
、
共
に
彼
れ
等
の
社
會
现
論
ょ
り
派
坐
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ブ
ル
ク
ス
は
國
家

.を
以
て
階
殺
支
配
’の
用
興
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と
觀
た
。
ラ
ッ.サ
.ア
ル
は
市
民
國
家
に
於
け
る
自
由
を
强
者
富
考
の
弱
背
貧
者
を
搾
取
す
る
自
凼
と
解
す
る
。
こ
の
理
論
の
適
用
が
前

,

r 

.

.

. 

- 

• 
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姬
の
紺
.き
結
論
と
な
る
'
'の.で
あ
る
。
謂
は
ば
、
强
制
公
共
體.に
對
す
る
社
會
理
論
的
现'解
が
其
經
濟
沿
動’の
.恶
本
的
解
釋
を
決
宛
す
今
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じ
れ
、
財
政
覌
象
の
生
體
た
る
社
會
體
の
本
臂
的
說
明
が
先
づ
.必
耍
な
る
所
以
で
あ
る
。

■近
•時
、
財
政
學
は
漸
く
以
上
の
意
味
に
於
け
，る
根
本
的
理
解
に
進
み
づ

\
あ
ろ
0
ゲ
ル
ロ
フ
は
.
.こ
れ
を
包
^
的
に「

社
會
學
的
方
法」

と
呼
ん
で
居
る
蘇
四
ぃ°.
財
贬
現
象
は
其
の
時
々
の
社
會
關
係
の
糜
物
及
び
要
因
で
あ
る
。
財
政
現
象
の
社
#
的
條
件
を
問
題
と
す
る
の

が
斯
る
財
政
學
の
固
有
性
と
識
べ
る
で
あ
ら
ぅ
。
財
，政
現
象
と
社
會
關
係
と
の
連
繫
に
邀
い
て
說
く
財
政
學
說
は
ま
た
典
跋
本
的
な
る

理
解
に
栽
い
て
ニ̂

に
分
た
れ
る
。

一
は
、
財
政
規
象
を
社
會
關
係
の
產
物
と
觀
て
之
を
社
會
聲
的
に
理
解
す
る
；

^
の
、
即
ち
社
#
學

的
財
政
學
で
あ
つ
て
、
他
は
、
財
政
現
象
を
以
て
社
會
關
係
の
#
:鑰
と
做
す
と
こ
ろ
の
所
謂
財
政
社
會
學
で
あ
る
。
共
に
社
#,
理
論
を

鉴
礎
と
し
炎
る
財
政
學
た
る
點
に
於
て
は
同
一
と
謂
へ
る
。
以
下
、
私
は
此
兩
客
の
现
論
に
就
て
順
^
^
究

し
や
ぅ

と
思
ふ
。
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故
沒
ゃ
な
な
名
辭
を
使
阳
し‘で
思
づ
^

記
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こ
ゆ
こ
と
は
直
匕
彼
ル̂;
. 

前
述
.の
.如
き
意
義
.の
財
政
社
翕
者
で
ぁつ

た
と
謂
ふ
意
味
で
は
ない

。

彼
れ
は
唯
だ
財
政
學
の
社#
理
論
的
認
識
を
主
張
し
た
に
す

ぎ
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0で
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彼
れ
ぼ
從
べ
ば
、.
.
1國
の
；豫
算
發
展
史
ぼ
共
歷
史
赞
學
の
：ー，，

^
相セ

：；

ぁ
：る
.
Q
,
^
L>
.
^
.
v
fc
r

^
々
具
體
S
.な
る
形
態
に
於
て
、

一
國

の
欲
墓
•熱
望
•
滅
亡
*
物
的
カ
の
進
步
等
が
表
明
さ
れ
る
か
ら
で
ぁ
る
。
斯
る
硏
究
は
無
論
'國
經
濟
文
化
發
股
の
硏
究
と
分
離
出
來
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.。
此
等
は
‘一' 丸
と
な
つ
て
社
會
の
耍
求̂:
襁
成
ず
る
,0
'
.而
し
で
、
敗
治
！

i

於
こ
也
凝
釋
し
そ
驗
生
蹲
に
影
透
也̂
ぬ
る
o'
‘で
ぁ
，

出
に
依
て
可
能
と̂

る
か
ら
.、
'從
’つ
右
、
社
會
の
要
求
ば
緒
局
八
ム
的
支
出
に.依
.
0て
乾
さ
‘；れ
：.る
匕
と
と
^'
'
る
0
.で
ぁ
る
< 

斯
る
.
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支
出
に
應
少
る
收
入
は
、.個

々
0
私
經
濟
m
位
ょ
り
..徵
收
ざ
•
な
：と
謂
ふ
意
_
に
於
妙
：V
.
’金
觀
妳
纪
る
經
濟
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;
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傲
存
す
る
。
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は
社
會
體
.に
順
環
す
る1:
.に
寄
生
し
、
其
機
能
比
社#.
的
«

緣
の
麻
迪
(0
'
^:
と
、に
發
展
す
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も.の
で
ぁ
る
0
こ
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豫
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進
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常
に
社
會
其
れ
自
體
ょ
り
派
坐
す
る
と
こ
：ろ0:
1
.ー
個
.の
：概
括
的
原
因
に.典
い
て
成
'*
:
す
る
0

一:

は
社
#
的
要
求
で
ぁ
b
、
他
は
富
の
進 

步
を
決
定
ず
る
と
こ
ろ
ー
の
鹩
濟
的
條
件
で
ぁ
‘
。
、.從
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'
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學
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；
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總
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五
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运
、"
«政
_
#-
學
：は
}1
?
|
:
#
敗
全
體
1に

齋

麻
政
學
の
.肋
#
理
餘
'■/
琢

：

(

十
^,
举
>
-



If
r
政
！&
<?
>
;
.
耽
脅
理
論
：

. 

六

(
1

八
六)

.

d

其
は
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一
方
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間
社
會
の̂
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的

發

展

が

國

家Q

機
能
的
餘
動
ぬ
敗
ボ
玟
嫩
鲰
的
及
次
&
包
的
遽
化
を
決
定
ず
を
於
故
に
政
治
學 

:

に
§

し
、
他

方

、
國
家
の
：要
求
を
充
だ
.ず

爲

め
0

收
人
狀
、.
富
0 .

社
會
的
基
本
ょ
り
吸
，收
さ
從
、

而
し
て
社
會
盯
於
け
名
富
の
法
則 
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.に
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政
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ず
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ヽ
ド
ゥ
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の

最

も

明

_

な

’

る
表
現
形
態
'ど
觀
石
。
其
は
彼
の
財
政
樂_
於
け
：る
社
會
理
論
的
認
識
に
莲
ぐ
も
の
，で
あ
る
。
«
も
正
し
き
意
味
0
財
政
社
會
學
者
ゴ 

"オ
ル
火
シ
ゲ
ィ
ド
ば
、

「

國
家
の
霞
は
虫
と
し
セ
其
家
牝
の
機
構
：に
.ょ
つ「

て
方
向
づ
^;
&
れ
、#

算
は
同
時
に
あ
&:
ゆ
る
觀
念
：形
態
：の 

"粉
飾
を
脫
ぎ
棄
て
た
國
家
の
骨
組
み̂K

ず
し
経
4

と
^
^

て
居
る
が
、
、»
る
衝
呢
は
ド
ゥ
：
ー
ー
ろ
に
依
て
旣
に
與
へ
.ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
0
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-
:て、 

'ご
：
.：'
'
:
ソ 

..:

課
^:.GOIdscheidJ.staat,: 5ffentHcherHihalt und Gesellscrft .(Handb

glh. 

d
*
F
. 

M
. 

.Bd‘

</
>
• 

.
l

^.
v 

然
ら
ば
、
m
算
現
象
.の
進
化
と
社
#
體
其
れ
自
身
と
の
間
に
は
如
何
な
る
鉴
本
的
關
係
が
：存
在
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
こ

X
で
ド
ゥn

.

ス
は
經
醬
膨
脹
の
現
象
を
實
證
的
に
說
明
す
る
。
此
現
.象
は
旣
に
ヮ
グ
ナ
ブ
に
依
て
宛
式
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
即
ち
ヮ
グ
ナ

.
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な
る
國
、
種
々
な
る
時
代
の
包
括
的
比
較
は
吾
人
の
問
題
と
す
る
進
歩
的
國
民
に
於
て
：

.は
、
中
央
並
に
地
方
雨
政
府
の
活
動 

が
規
則
的
に
增
大
す
る
と
謂
ふ
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
斯
る
增
大
は
外
延
的
で
あ
り
、
又
、
內
包
的
で
あ
る
。
即
ち
中
央
及
び
地
方
政

-ニ
 .

 

.

 

_
_
_
_
-
 

_
-

卜，レ
，し”

 

“

卜「

r;り

.府
は
絕
ぇ
ず
新
し
き
機
能
を
企
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時
に
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機
能
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層
有
效
に
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層
完
全
：に
遂
行
す
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.斯
く
し
て
、
國
民
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經
濟
的
要
求
は
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に
廣
帆
に
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更
に
滿
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に
、
中
央
及
び
地
方
政
府
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依
て
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さ
れ
る
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な
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政
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治
單
位
に
於
け
る
必
要
増
加
を
示
す
銃
計
に
於.て
見
出
さ
れ
る
の.で
あ
る」C
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と
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此
現
象
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般
財
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學
者
の
注
意
を
惹
い
た
。
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テ
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其
の
他
こ
の
問
題
を
論
じ
て
居
る
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特
に
-ニ
ッ
.チ
は
最
も
豊
富
な
る
統
訏
資
料
を 

承
し
て
こ
の
現
象
を
說
明
し
た
狂i

o

wォ
エ
ブ
ヶ
は
、
極
め
て
剴
切
に
、
こ
れ
を

r

經
費
の
雪
崩
の
如
き
膨
脹
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ス
は
之
を
.四
個
の
原
因
ょ
り
說
明
す
るo.
第1

は
物
價
の
上
昇
で
あ
る
。
予
算
攸
數
字
的
表
現
で
あ
る
た
め
、
直
.に
物
價
の 

.影
響
を
蒙
る
こ
と.は
異
論
が
な
い
。
：第
二
に
軍
備
の
永
續
的
影
響
女
擧
げ
る
。
va
vx
ト
は
广
'サ
ツ
•
シ
.
モ

ン

に

從

つ

：.て
、
人
類
進
化
の
戰 

爭
的
段
©
か
ふ
產
業
的
秦
和
的
段
階.に
進
で
と
謂
っ
て
居
る
。
：
併
し
牟
ら
、
近
代
國
家
の
：經
濟
的
條
件
を
觀
察
す
机
ば
、
戰

爭

,(
0
永
續 

的
因
曲
が
明
ら
か
と
な
ら
ぅ
。
蔻•し
內
國
市
場
の
狹
隙
は
必
然
的
に
帝
國.キ
：義
戰
帶
を
惹
き
起
す
か
ら
で
あ
る
。
第
一

11

の
原
因
は
國
家 

機
能
.の
內
的
擴
充
で
あ
る
。
.
社
會
虫
活
の
諸
行
爲
に
め
け
る
國
家
干
渉
の

.■
大
は
旣
.に
比
_
ぼ
計
の
證
明
す
る
^
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
其 

»
今
後
益
，
復
雜
な
る
形
態
に
於
て
現
れ
必
で
あ
ら
ぅ
^
請
つ
：尤
居
る
？
第
四
は1公
的
企
業
0
獷
大
：で
：あ
；る0
國
家
0
產

業

的

活

励

'
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#
政
學
め
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會
规
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は
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す
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デ
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上
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般
財
政
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を
列
擧
す
る
。.併
し
.乍
^
、
ド
、，11.:

ス
：
が

：
軍

着

藤

脹

<D
必
然
性
を
經
濟
的
因.

g

に
蕋
い
セ
ン 

羅

::
u
た
.の
に
は
異
色
が
f

o

今
、
蟹

の
.養

は

國

家
■

の
内
^
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:v
 

:

こ 

”
：
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經

身

は

濩
::
!
=
1
的
に
從
ふ
讲
軟
的
支
：出

遷

、に
：名

な

い

か

ら

、
其
歷
史
的
發
展
は
、
國

議

、
讓

理

想

、
國

家

廛

の

農

を
 

如
實
に
孩
映
す
芯
デ
國
象
目
的
の
瘸
泠
法
治
國
家
ゆ
自
墓
ま
ょ
り
文
北
國
家
の
理
想
へ
の
醫
、
更
に
進
ん
セ
、
政

.治
的
支
配
：圈 

の
擴
張
と
緖
び
付
ぐ
輕
濟
顿
太

(

帝
國
主
義〕

並
奚
れ
に
伴
ふ
：國
家
、の

磨

裏

的

；
麗
_

的

麗

に

、
國
家
經
費
の
霉
崩
の
如
き 

膨
脹
が
錦
應
す
る」

§
.

一ー>
と
。
斯

龙

て
"
，近
代
肘
政
學
は
，

，：

經
費Q.:

問
題
に
就
て
、
社
會
理
論
的
認
識
を
も
つ
た
の
で
あ
る
。

%

政
擧
の
遨
猶
を

1

艰
社
會
理
論
に
求̂
f

の
1
猶
ほ
、

： /社

脅
囉
者
ド•
グ

•"
フ
が
あ
る
。.彼
れ
は
、
從
來
の
財
政
擧
蒸
判 

.b
:-
^

^
8
*

的
性
質
を
表
す
と
こ
ろ
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.般
：涵.論
^
诚
响
等
の
關
係;̂
な
>
:#
农
る
經
驗
的.手
段
：の
苋
集
に.過
ぎ
ぬ
と-
ふ
。.通
常
、

財
&
學
贵
は
、「

其
硏
究
の
對
象
を.構
成
す
，る
規
像
の
中
杧
於
て
、
公.經
濟
の
；霍

品
^̂

撰
成
す
る
冬
の
か
ら
區
別
し
や
う
と
さ
え
試
み
な
か
つ
た
o
公
_

濟

若

.し

く

は

國

家

經

濟

は
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般

經
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科
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部

【

で
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即
ち
社
#
生
活
に
.於
て
特
に
統
.制
.的
機
能
を
辦
#

す
.る
と
と
5.
:の
公
社
會
體
の'經
濟
活
動
が
、
'各
個
人
間
の
私
經
濟
に
對
立
ヤ
る
意
哝 

に
於
て
.の
公
經
濟
で
あ
る
。.こ
の
^

，
秘
經
濟
間
の
E
別
は
i

絕
對
的
な
る
分
割
線
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持
た
ぬP
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0
境
槔
ば
社
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變
化
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應
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絕
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ず
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ず
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あ
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し
乍
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、
：
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別
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會
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活
0
永

續
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震

の
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あ
る
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化
移
動
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る
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は
單
に
ヒ
の
■搏
界
の
み
セ
あ
ハ
る
が̂
斯
る
境
界
其
れ
自
體
は
袈
た̂

&
體
系
め
ナ
部
分
と
謂
へ
る- 

而

し

て
->
.公
經
濟
も
_私
菌
も
北
ハ
に
：社
會
的
な
る
：點
に
於
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同
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で
办
る
.か
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杧
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會
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爾
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H

從
'へ
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斯
る
歷
史
的
形
.態
か
ら
め
：抽
象
あ
謂-
4條
件
に
於
て
は
じ
め 

で
：可
能
"

即
ち
財
政
學
の
*
成
は
其
の
主
體
汔
る
社
會
體
め
處
史
：
^

化
‘に
從
つ
、て
根
本
的
變
更
を_

る
？(

斯

る

歷

史

性

の

’
認
 

識

ば

特

■
に
個
人
主
義
學
派.の
^
庫
收
入
ホ
義
的
財
政
理
論
に
欠
け
文
居.る
。
，成
程
:'
^

史
的
形
態
.に
於
て
絕
え
ず
其
領
域
を
變
ず
る
。

」

聋
し
、.；

國
家
機
能
は
：社#
的
集
：團
に
'於
け
る
，自
覺
的
意
：識Co
.維
持
と
發
展
だ：

か
ら
で
あ 

る
o
r從
づ
：

：

て
、
、恒
常
的
な
る
財
政§
!
|は

、>
歷

史

的

忆

：
變

化

，
ず

：
：
る

國

家

0

機
能
と
其
形
態
.と
の
中
に
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
謂
ふ
の 

で

あ

る
- E
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斯
る
^
提
の
も
と
に
ド
•グ
レK

ブ
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史
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猶
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し
.や
う
o
,
v 

ノ

,

「

選
を
巡
る
鬪
爭
ば
市
民
國
家
史
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
部
分
で
あ
る
？
從
々
て
、
吾
々

.は
先
.づ
粗
税
現
象0

碁
本
|

解
し
な 

け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
'
.
;
V 

,

而
し
セ
.鱟

わ

蘧

の

圣

般g

■

暴

働

玄

る

.。
：•
：
：

利f

利

乎

命

位
二
：體
で
;$
>
省
な
ら
ば
、̂

褪
は
資
本
主
：義
驰
獄.に
.於

柄

衾
.刺
費
用
•

る
。
泛 

'翁

数

は
各
特
殊
の
租
税
理
念»
課
税
の
正
し
き
賸
漆
を
展
開
す
る
ぴ
斯.る
正
當
性
と
は
則
ち
粗
税
を
他(0
'
階
絞
に
支
栅
は
せ
る
と
謂
ふ
こ
と 

で
あ
る
。
•：
，所
荷
階
級
は
、
問
接
税
の
設
觉
に
依
て
、
中
世
に
於
け
る
貴
族
及
び
敎
會
と
等
し
く

Z、
實
質
上
の
租
税
免
除
權
を
享
得 

し
て
，居
る
::
:0
無
論
、
廣
本
家
階
溆
は
國
俥
に
駔
稅
を
納
入1
衣
い
と
謂
ふ
の
で
は
な̂

0 

.
併

し

乍

ら
 

>
:
總
て
の
所
有
階
級
は
斯
る
納
入 

金
額
ょ
:'
]
)も
逾
か
に
多
べ
の
税
金
を
囘
收
す
る
の
で
あ
る

」

|

巴
。

\

、“
，
い

：

'

:

.
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•
:
.
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.
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斯
る
解
釋
は
レ
ン
ナ
ア
の
獨
創
で
は
な
い0
飩
に
シ
ス
、モ
ン
デ
ィ
、
ラ
ッ
サ
ア
ル
、
一
般
マ
ル
ク
シ
ス
ト
に
依
て
理
解
さ
れ
て
居
る
。

彼
れ
を
以
て
、
：特
に
財
政
社
會
學
の
建
設
啻
と
做
す
理
由
は
無
い
の
で
あ
る

0
:*
:
:.

 ヾ

.

,
'
ま

た

、
.
ヵ

ア

ル

，
マ
.

ン
_は
、財
政
社
會
學
な
る
名
辭
は
之|:
用
ひ
な
か
つ
た
廿
れ
ど
も
最
も
固
有£
思
味
に
.於
け
る
財
政
社
會
學
を
建

• 
.
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.
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-
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'

設
し
た
も
の
は
ア
ル
バ
ア
ト
•
シ
比
フ
レ
で
あ
る
と
謂
ふ
パ
i

s
。

シ
エ
フ
レ
は
風
家
機
權
を
國
家
財
政
の
上
曆
建
築
と
し
そ
理
解
す

'
- 

: 

. 

.
,

.

 

. 

.

.

.

.

 

. 

.

.

. 

..

パ.
.
.
.
.
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.
I
.
.
. 

, 

:
'

.

.

.

.

る
。
併
し
、.彼
れ
は
財
政
理
論
を
以
て
社
會
學
の
根
轮
と
す
る
の
で
：

.は

な

く

て
..
:
'單
に
財
政
現
象
を1

般
的
社
會
關
係
に
於
て
理
解
し

た
と
謂
ふ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
彼
れ
の
財
政
社
會
學
は
游
離
的
に
考
察
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
其
は
彼
れ
の
經
濟
社
#
學

と
の
密
接
な
る
連
繫
に
於
て
說
明
さ
れ
て
居
る
o :

- 

.

 

.

.

.

,

.

 

.

.

.

.
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シ
*
フ
シ
は
經
濟
機
能
を
三
，個の
部
門
に
分
割
す
る

：'
0

第

I
k
*'國
家
は
法
律
•
.治
安
•
組
織
に
基
く
共
同
需
要
の
經
濟
的
充 

財

耿

學

の

肚

會

.
理
論
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I

l

l
理
論 

' 

. 

ご

ハ

(

I

)
足
L

:;
^
る
。
: *
.

I

に
、
共
は
«
ほ

遠

猶

笔

以
“て
取
慕
的
需
要
を
充
た
し
、
響

雲

と

し

て

の

作

用.を
行
ふ
。
第
一
一
一
に 

國
家
姑
法
律
並
に
讓
織'«
擺
を
實
行
す
る
。
此
潦
輝
に
於
て
、
其
は̂
熝
的
道
德
社
會
の
人
格
化

」

で
あ
る
0
に
し
て
公
與
需
耍
の
充 

浞
に
々
つ
て
は
、
ニ
侗
の
行
爲
を
必
要
と
す
る
。
第
一
は
公
的
手
段
の
：調
達
、
第
二
は
斯
る
靈
物
を
一
般
的
利
益
に
於
て
消
学
る 

，
こ

と

で

t

o
斯

含
5

の
機
能
：か

,^
シ
い
ス
レ
は
财
政
と
國
家
經
濟|

分
離
す
る
.°
即
ち
財
政
は
-
其
本
質
に
於
て
、
國
家
的 

營
業
組
織
に
す
I

い
"
然
名
に
、
國
家
經
掏
は
國
家
的
消|

織
で
|

と
|1
ふ
。'.
マ
ン
に
從
へ
ば
、
斯
る
區
別
は
單
|

觀
念
遊 

戯
.で
は
な
い 

'財
^
と
國
:̂
著
濟
と
の
极
本
的
區
別
は
次
の
：こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
財
政
社
®
^
の
本
質
要
素
で
は 

な
く
て
單
な
る
歷
处
的
範
靖
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
國
家
經
濟
.は
永
久
的
性
質
の
も
め
で
あ
る
。
其
は
讓
と
共
に
與
へ
ら
れ
る
も
の
で 

あ
り
私
經
濟
に
が
礎
つ.け
ら
れ
た
る
財
政
が
消
減
し
、
.其
が
集
合
的
收
入
組
織
に
ょ
つ
て
代
置
せ
ら
れ
る
場
合
に
於
て
も
猶
ほ
存
續 

す
.る
で
あ
ち
乃
と
。

マ
ン
は
こ
の
區
別
を
以
て
財
政
社
禀
へ

Q

第|

步
で
あ
る
と
述
べ
て
居
る

(

S

ハ〕

。

® 
一六 

Grander der Soziologie, a, 

a
.
p
, 

SS, 50.53

シ
エ
フ
レ
の
財
政
理
論
が
社
會
學
的
粮
據
を
も
つ
て
居
る
こ
と
は
異
論
が
な

^

併
し
乍
ら
、
こ
の
こ
と
を
以
て
、J:
に
彼
れ
を
讨 

政
肿
會
學
者
と
謂
ふ
こ
士
は
出
來
ぬ
。
霧

に

謂.へ
ば
、
彼
れ
は
社
會
學
的
財
政
學
者
で
あ
つ
て-前
述
の
ド
ゥ

一
一
ス
、
ド

•
グ

レ

H

フ 

と
同1

の
g

e
に
屬
す
る
。
財
政
社
#
學
と
謂
ふ
特
殊
の
意
味
は
、
財
政
現
象
の
分
析
を
以
て
社
#
理
論
の
重
點
と
し
た

(

註
ニ
七)

ゴ
ォ

ル
ド
シ
ャ
ィ
ド
に
始
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

.
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.
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.
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.
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j
I
1

I
I
I
I

I
t

i
会

A
オ
ル
.ド
シ
ャ
イ
ド
ば
從
來
の
財
政
學
が
財
政
現
象
と
社
會
機
構
と
の
本
質
的
關
保
を
看
過
し
て
單
な
る
行
政
技
術
論
に
墮
し
て

 ̂

奋
こ
と
を
强
調
ず
る0
無
論
從
來
の
财
政
思
想5
雖
^
、
全
然
財
政
と
社
會
組
緻
と.の
關
'聯
4
!否
定
す
る
.も
の
.で
は
也
い
0_
前
述
の
如 

ぐ
-
.カ
ス
.一
フ
リ'ズ
：ム
は
絕
對
电
義
時
代
の
财
政
思
想
と.し
て
.、
へ
英
國
疋
統
學
派
の
脉
政
现
論•は
自
F1
I
度
霞
時
代
の
思
想
體
系
と
し
て、
. 

各

典

賺

の

社
#
組
織
.ど
.の
關
撇
釔
I
つ
亡
居
る
。
樣
し
乍
ら,
敗
政
社
歉
學
はご
の
倉
味§

內
的
關
歡
$:

■
離

勘

Ic
i
i
識

し

、
.
且

つ 

脒
政
_
溆
を
社
# ：
機
構
と
の
*
本
關
觀
に
於
て
.
®解
し
、.

_
取
此
現
.紙
の
_

ね
ょ
^

^
良
體
の
本
節
並
-に
^

^
腾
^.
過
程
を
迦 

解
せ
む
と
.す
る
の
で
我
る
0、
_1
#
£
:1>
て
_

へ
ば
6

本
®'
:

^
契
撒
匕
認
奴
む
と
尤
を
の
也
中
オ
ル
、ド

.
グ
ャ
イ
浐0 .
:意.
圖
'.で
あ
つ
た'0,
^
节
麻
は
缺
象
脱
：敗

社

象
.
の
；大
要
を

(

八
.

)

財
政
社 

會
敷s
%
■
と
窻_

5 :
響

學
0
栽_

と~
し
セ
ね
脉
政
學&
全「

1
|
|̂

に.
分
ヴ
^
之
迦
明
じ
、や5 :
5

ペ 

'-
ん
-
^
賊
政
社
窬
學0 |
本
質
厶
意
義
：:;'ド』

5
 ̂

:
-
 
V
. 
.:  _

■
'
: 

r  
"W.

:
'

「

脱
政
學'の_

象』

其
时
密.
と
比
何
ぞ
や

j

と

戰

ふ

懸

舡

對

保̂:
驗

■
政
浇
的
家
計
：の
豪
理
"で
ぁ(

ぎ
ど
睛
扣 

解
答
で
：ぁ
つ
た0
1» :
答
は
：齡
不
充
分
で
あ
る
が
、

：

こ
れ
を
以.

^
^
败
問
蹑
の.充
分
衆
る# :
察
へ「

向
ぶ
敗
發
點'と
：す
をC
と
^
可. 

能.
で
和
る'.
0,
即
ち
公
共
齡
濟
と
し
て
の
財
衂
に

»
番

知

支_

す_
る

普._

收
入
源
衆
顏
敷
來
ぁ
,

#

し

先』

、
パ

公

的

寒

の

學 

现
と^
て
の
麻
政
歡
ね
特
殊
幣
は
っ
社
會
的
德
要
を
充
足
扪
る
と
謂
ぶ
こ
ん
ぬ
祛
夂

’
從

啷

て^-
職
鲁
的
レ
驗
耍
泯
問
亂
の
唞
心
と
於 

る.
^
ぎ

レ0
ザ

敉

令

從

來
§
財

配

學

忧

公

的

_

紙

と

社# :
£
» :
敷

と

§
麗
&'
ぷ

威

別
_

<-
;
ふ
^:
と

如

お

、
#
も

媒

_
諧
黏
办

.
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i
i
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'
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財
政
學
の
社
會
理
論
 

j

八

(

|
九
5 .
- 

令
•論
じ
た
.0
-

財
政
學
の
固
有
且
づ
深
遠
な
る,
問
題
が
落
，̂
.に
理
解
ざ
ル「

る
ぉ
&'
:
:ろ
^:
.社
會
的
及
び
公
瞅|
|要
.の
體
系
的
盤
序
を
求 

め
た
も
の
は
未
だ
曾
て
な
か
つ
た
の
であ

る
ド
事
實
上
、
財
政
學
は
總
て
办
肋
會
科
學
の
取
で
-最
も
务
く
社
會
的
に
方
向
づ
げ
ら
れ
銮 

礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
？
何
故
な
ら
ば
、
血
族
及
び
自
撕
的
精
神
社
#
體を除ば、

M:
政
體
程
、
直
接
且
：ク
密
接
に
.人
服
相
亙
を
結 

び
付
け
て
居
：る
社
會
：は
#
在
し
な
いか
..ら

で

あ

る

。
：
從

つ
て
、
財
政
學
に
於
て
は
、：
社# :

的
認
.識
、
‘社

劊

堂

礎

ば
欠

く

可

ら

ざ

る

條
 

件
.で
あ
る
0「

財
政
社
會
舉
は
公
盼
家.叶
の
社
#'
时
被
制
‘約
粗
及
：び
社
<

^
展
.に
依
令
腻
紈
さ
；ル
石
其
機
能
の
理.論
ザ
^

財
政
肋 

俞
學
は
公
的
需
要
並
に
其
直
接
的
若
し
く‘は
間
接
的
充
足
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の.其
時
々
の
：社
會
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
 

更
に
其
紛
紳
と
變
動
と
に
依
て
公
共
支
出
と
公
共
收
入
と
の
師
に
成
立
ず
る
と
こ
ろ
の
相
關
ギ
係
ヒ
明
示
す
る
ブ
收
入
と
支
ぉ
と
は
社 

會
的
機
_
に
於
け
る
機
能
的
相
關>
係

^
1
1
1
1
1
:
1
1
0
1
1

'&
|

日
日
3
1
1岂
5

に
於
て
理
解
さ
^

ね

ば

故

ら

办

の

^

あ

る

々

, 

財
政
社
會
學
の
最
も11
要
な
る
主
題
は
公
的
財
政
と
國
家
と.
0關
懷
の
硏
究
で
：あ
；る0
今
日
迄
、
財
犯
學
と
國
家
論
と
の
關
聯
が
輕 

視
さ
れ
、
而
し
て
國
家
の
機
能
は.里
と
し
て
其
家
計
の̂

^
に
依
て
方
莳
づ
け
ら
れ
、

：

豫
算
は
同
時
に

あ

ら

ゆ

る觀

念

形

態

の

，
粉

飾

を

脫
ぎ
棄
て
た
國
家
の.骨
組
み
.で
あ
る
と
謂
ふ
こと

が
充
分
に
理
解
さ
.れ
於
か
o
た
。(

斯
る
基
本
的
眞
理
が
理
解
出
來
な
か
つ
た
，の
は
、

.

. 

: 

.

.

.

國
家
學
に
於
て
も
、
財
政
學
に
於
て
も•
其
社
#
學
的
考
察
を
欠
い
だ
か
ら
で
あ
る
？
加
之
、
：社
' #

'

學
栽
に
於
て
.
も

、

財

政

現

象

の

，
意

: 

..... 

.

義
が
如
何
に
恶
本
的
で
あ
る
か
を
理
解
出
來
な
か
つ
た
。
斯
く
し
て
こ
、
に
、
..次
の
如
き
主
張
が
極
め
て
カ
强
く
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら 

ぬ
ー
I「

財
政
社
#
擧
は
ー
般
に
'
'總
體
社
^

^
に
於
け
る
鍵
關
ハ5

£ぎ

吾

。3
£。
ロ)
で
あ
る」

とp

へ 

パ 

社
會
と
財
政
と
密
接
な
.る
こ
と
は
、
國
家
に
ま
で
派
坐
せ
る
社
會
が
軍
備
並
に
財
政
組
織
の
中
に
包
含
さ
れ
る
と
謂
ふ
事
實
に
依
て

明
瞭
で
あ
る
。
阈
家
は
個
々
の
行
政
團
體
が
軍
事
組
織
の
要
求
す
る
集
中
作
用
に
膨

.て
、
國
民
を
權
：

R

的
ル
支
配
す
る
集
齡
で
あ
る
。 

此
軍
事
斜
織
と
財
政
飢
織
と
の
相
關
々
係
に
關
す
る
考
察
が
吾
々
の
第
一
の
任
務

.で
あ
る
。
.こ
の
意
味
に
於
け.る
最
も
大
な
る
發
見
は
、 

期
政
現
象
の
耐
會
學
が
其
太
部
分
に
於
て
戰
淨
の
社
會
學
に

一

致
ず
る
と
.謂
ふ
こ
と
.で
あ
る
0
即
ち
] 1
1

し
ぎ
財
政
事
の
成*-
は

、

一

切 

の
財
政
原
理
財
政
々
策
を
以
て
、
戰
學
の.所
產
、
準
備
、
後
草
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
盤
つ
て
^
る
？
斯
く
し
て
、
足
來I1
和
の

科
擧
と
し
て
建
設
さ
れ
た
る
財
政
學
呔
、
事
實
上
戰
爭
の
科
學
と
な
る
の
で
あ
る

(
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ニ
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M
會
學
の
基
礎
と
し
て
の
財
政
學 

.
■五S

は
、'今m

最
早
や
、
國
家
の
起
源
が
社
會
契
約
に
在
る
の
で
は
な
く
て
、
集
團
鬪
爭
に
於
け
る
徙
服
者
被
征
服
者
間
の
支
配
機 

掙
に
在
る
こ
と
を
疑
は
ぬ
。
併
し
乍
ら
、
斯
る
國
家
征
服
說
は
あ
だ
克
分
で

.な
い
0'
,其
國
家
"
社
會
及
經
濟
間
の
精
織
な
る
相
關
々
係 

を
認
め
.な
い
か
ら
で
あ
る0
阈
家
及
び
社
會
發
展
の
基
本
的
傾
向
が
相5:
に
並
行
し
；て
進
む
と
謂
ふ
信
念
程
誤
れ
る
も
の
は
な
い
0
'國 

家
機
能
の
權
成
は
、
最
も
本
質
的
な
る
點
に
於
て
、
社
會
(0
'
機
_
と
は
全
く
異
れ
る
他
の
：务
因
に
依
て
決
贫
せ
ら
れ
る
？
社
會
發
展
の

. 

M
励
力
は
人
間
の
坐
活
必
然
性

(
L
e
b
B
i
t
w
e
n
d
i
g
k
e
i
t
)

で
あ
る
Q
.然
る
に
國
家
の
機
構
は
こ
れ
と
全
く
異
れ
る
契
機
に
依
て
作
出
せ
.

ら
れ
るO

然
も
斯
る
要
因
は
、，
两
的
の
令
な̂
•丸
、
外
&
に
於
て
も
此
6兀
成
に
決
定
的
影
響
を
及
す
も
の
で
あ
る
。
集
圑
の
_
爭
は
社 

會
的
機
鞲Q

分
化
に
對
し
で
と
同
樣
 

> 调
家
的
機
構
の
.分
化
に
等
し
て
-̂

對
し
<
甚
だ
歡
宴
な
る
要
因
で
あ2»
'
0
:,:
:;
;

:
.
,
.
:
パ 

••
#
し
乍
ら
、
闘
爭
の
淺
す
作
用
は
國
家
に
於
げ
る
場
合
と
社
# \
ぬ
於
け
る
場
合
ど
に
於
て
全
然
異
づ
て
居.る.
0'
斯
る
作
用
の
相
異
性 

!
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敗
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は
_
家
と
鋳
會
ゼ
，が#
か
最
■
に
_
货
甑
^
離
贫
1>
货
齋
坐
_
於
と
.
_於
事
_
で
祕
^

',
;
-'
:

5

^
ぃ̂
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典
！

I

體
は
國
#
ね先

®
:

丈
^:
^
.に
>
»'
'
決
免
べ
き
基
本
斷
圃&

|象
霞
雛
以
藤
,
杉
ぽ
で
認
か
,

< ぎ
比
較
的
複
雜
な
る
組
織
が 

如
何
に
^
ゼ
取
挪
私
る
共
同
體
の
中
に
也
成
ヤ
ふ
か
と
謂
ム
^
と
ザ
あ
る
0,
是
に
於
t
其
膨
备
ぬ
次
か
如
ぐ
で
あ̂
う
^

_
.「

.

s

 ̂

原
始
的
共
同
亂
か
ら
亂
家
的
發
屁
へ■•の
^
礎
^;
創
進
ず
.る
本
貧
的
原
隨
カ
は
其
脉
政
需
要o;Fin

p:.nzbedarf〕

で
あ
5

'
.
ど
。
^
ち
典
同
. 

體
に
.於
げ
る
收
ん
支
«;
贬
成
の
結
艰
が
國
象
機
權
の_

_
を
組
ぃ
み
：上.げ
た
ど
謂
が
こ
'ゼ
は
き
吖
^.
靡
赏
で
ぁ
る
0

パ

.

'
■:」

:.

闘
歌
が
鼢
象
の
本
質
的
構
成#
で
ぁ
る
；
と̂
き
旣
ぽ
爆
べ
た。'.
.
-
:
而
，#

如
ひ
#
合
、
_
る
敵
_
5
:膨
.響
妒
出
地
の'

ロ̂
、
故
勝
行
政 

の
_

、

征

服

漭

被

蚯

服

者

i

の
踏
級
表
別
に
及
ぶ
；こ
と
ゆ
從
來
旣
に# ：
察
さ
れ
.た
と
.こV0.

で
あ
古
o
併
W
乍
ら 

> 
こ
^
と
並
.ん

今
. 

戰
爭
に
依
て
作
り
此
さ
れ
る
脱
政
紙
織
の
、國
氣
膠
構
分
化
把
及
：す
作
肋
を

.理
論
的
に
考
_
1>
た

も

の

ゆ

啟

如

^

^

、

.
:

.

窜
實
it
社
#
的
な
^
%:
<p
'(

o.
M
w.
, .soziale).
を
以
て
、
最
も
高.い
意
'味
に
於
け
る
人
間
的.な
.る
も
の(

D
a
s
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G:chsten..sinne)

と
同
一
視
す
る
.の
は
太
な
る
誤
ザ
で
あ
る
。
社
會
的
で
あ
る
こ<?
:
-
.
ば

y
o-3
.3'
'
-
-
s
d
I
K
C
h
p

fe
,^.
。
足
づVJ、

4 i
rc
JI 

家
ゼ
故
を
以
て
社#
的
卽
|

係
.ぬ
歸
す
る
な
か
^

人
#

_

6

#概
念
.と
雛
觀
し
た
意
味
に
於
け
る
動
物
國
家
と
謂
ふ
が
如
き
も
の 

を
說
く
こ
と
が
此
來.る
で
あ
ら
う
。
取
に
蘇
ト’
_宰
及
浪
權
九
組
織
か
し
で
で̂

V
.人
晰
聽
ぬ
恥
課
®
紙
&
家
と
^

^
點
.を
杀
し
で 

居
る
。
其
の
.
間

何

等

の

本

質

的

差

別

^

^

ぐ

^

る
0:
.で
2>
:
:る
。
併
し
乍
^;
、
耽
政
組
薇(

ぼ

,

患

^

3

&息

d

机
.に
國
家
發
股
の
根 

基
を
認
め
.ft
：
じ
め
る
な
ら
：ば
、
動
物
社
會
と
人^-
的
國
家
組
織
と
ゆ
撕
に
於
げ
■る̂
要
な
.る
^

!
於
®

也
ら
.れ
‘
で
あ
ら
う
。• 

;
.旣
比
斯
く
の
如
き
全
ぐ
拫
本^:
:
な
る
理
解
ぬ
漱
て
、
，哥
々
ゆ
財
敗
勒
；が1|
'
:家
の
：歡

學
.に
_
す
る
^
^

I
I
|
I
1，
I
1

1|
1
I|
I
1
I.を%
1
I
1
|I
I
I
I
1
I
|
I
I

而
：し
.て
财
政
史
の：.

屮
m
、
國
家
史
に
對
•す
る
の
み
な
ら
ずY 

:更
に
國
.家
機
構
及
び
^
家
機
能
0;
'硏
究
ぬ
»

$
進
路
1
求
め
ね
ば
^

 ̂

ぬ
。
栽
に
財
政
學-の
恶
•
的
改
逛
价
行
は
れ.
る

で

あ

ら

ぅ

一

|

&
°

パ
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集

の

.財
政
學
は
脱
政
史
の
敎
ふ
る
と
こ
ろ
を
認
識
理
解
せ
ざ
り
じ
：爲
め
.、
兆
確
|

.
旮
理
論
土
€

1
を
欠
^

S

財
政
史
的
硏 

究
の
欠
如
は
ま
た
國
家
め
本
質
的
論
究
を
妨
げ
た
。
從
來
の
財
政
學
の
對
象
と
な
つ
：た
國
家
は
跟
な
る
出
發
點
と
し
て
の
：幻
影
國
家
で 

あ
つ
た
。
併
し
乍
を
國
家
が
財
政_
要
に
依
づ
て
共
同
體
の
中
に
派
生
し
た
と
き
-
典
處
に
露
な
る
階
級
差
別
の
自
然
的
窜
實
が 

飯
に
味
じ
て
居
つ
た
こ̂

は
否
走
0

ぬ
。
財
政
學
は
斯
る
事
戴
の
認
識
め
上
に
雜
設
さ
相
^
ば
故
ら
ぬ
。
今m

吾
人
：味
”
單
純
な>o 

.
'§

述
的
財
政
學
を
淸
弊
し
、
社
會
科
學
並
杧
財
政
學
め
奈
機
鞲
を
根
本
的
忙
改
訂
ず
べ
ぎ
必
耍
に
迫
ら
れ
て
居
る
。
何
故
な
ら
ぱ
、
社 

#*
:科
學
1C
於
け」

る
實
1;
1

觀̂
念
論
も
、
兆
に
所
與
：の
：美
化
ょ1;
-
'
出

發

尤

る

鹇

ゥ

、
常

に

擬

制

：主

義

形

式

主

：
義

'

に
鹽
ず
る
が
ち
で#

^

'從
來
の
凫
解
：に
従
，べ.ば
、.
.財
.政
康
は
公
共
體
(?
>
收
人
.支
出
杧
|

る
：現
實
的
記
述
：形’
.あ
る
$

正
離
な
る
.
w

ĈD
T

^

N

^

i

^

^

^

T

^

p

to
^
A
T
^

理
で
あ
づ
：た
。
然
る.に
事
赏
は
、
法
_
.の
擬
制
，
經
濟
の
擬
制
、
國
家
の
：擬
制
、
財
政
の
.擬
制
に
依
據
し
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
種
の
擬
制 

.

.を
f

跳
動
せ
I

實
で
f

か
の
欉
に
見
做
し
、
こ
れ
を
論
究
の
出
麗
と
しy 

f
。.
斯
る1'

切
の
社
會
的
幻
像
の
中
に
、
財
政 

.學
忆
.
於

げ

る

福

：
祉

：
理

念

が

暗

®

の

前

提

；

ry 

U

て

作

り

：

11
1
げ

ち

’
れ

る

；
の
：
で
，
あ

る

4 

.

併

し

馨

、v
t般

讓

祉
'と
ほ
如
：何
な
^
意

味

の
 

で
磐
l

i&
v
o
v惟
H
IC
、1

科
學
へ
に
：
於

け

系

核

必

そ

じ

^

の

齡

^

念
程
非
霖
的
な
^

念
裳
い
务
で
あ
る
彳
窖
ふ̂

^

::

財
政
.
s
if
c
會

理

氟

-:
'
l 

:
a
0;
D
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■財
软
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^

社
ー
脅
理
論
，
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.一
 I. 
二 

、11.0. 
ニ)

.

. 

づ
斯)
る
.擬
制
^
»)
:
-脫
却
し
な
け
れ
ぱ#

ら

；
ぬ

0
细
ち
財
政
學
^
基
本
的
前
提
：は
財
政
現
象
务
社
會
迦
論
的
把
觀
々
こ
^

で

あ

ら

う

”

而
 

し

て

：
、:»
政
の
編
成
並
：に
決
定
が
社
會
的
發
展o
全
體
に
財
し
て
演
ず̂

と
と
ろ
の
役
割
を
最
莉.^
^

^
す
：る
：も
0
ほ
實
に
財
政
社
會

-學
で
多
る
i

o)

9
v
.
'
:

.
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：
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「

社
會
0
財
政
需
耍
が
國
家
の
最
も
重
耍
な
る
：
1
般
的
要
件
を
創
造
す
る

」

こ
：と
：は
旣
に
前

な
る
に
從
.っ
て
國
家
的
機
耩
：の
：網
は
益*
緻

密

と

な

る

の

，
で

あ

：
る

0

而
し
て
外
敵
に
.對
す
る
統
.
.一
的
軍
備
妞
織
は
斯.る
«
家
構
成
に
於 

け
る
一
個
の
！
要
な
る
根
基
で
あ
る
。
こ
れ
、
戰
爭
が
固
有
な
：國
家

_
成
者
と
し
て
：の
力
を
持
っ
所
以
で
あ
る

r

戰
爭
は
集
團
の
規
則 

的
生
活
を
破
壞
す
るo
.
,
吾

々

は

〜

國

民

を

以

て

第

.
|

に
國
家
に
對
す
る'防
禦
力
並
に
税
源
と
し
て
.考
察
す
る
こ
と
を
疑
ぬ
で
あ
ら
う
o
: 

戰
#
の
最
も
主
要
な
る
結
艰
は
國
家
の
收
奪
で
あ
る
.
o
税
源
.は
涧
渴
し
、
，國
家
は
無
所
有
に
陷
今
斯
く
し
て
、
吾
々
は
國
家
史
を
.以 

て
第1

に
租
税
史
•及
び
®
家
負
衝
史
で
あ
る
；謂
ふ
こ
と
が̂
來
る
S
I
3
W
o

ニ
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法
排
は
經
濟
の
上
脣
建
築
で
あ
る
と
謂
ふ
が
、
こ
れ
は
完
全
で
な
い
。
法
律
は
國
家
的
財
政
組
織
の
上
層
物
と
観
る

.場
合
に
、
創
め 

て
典
本
質
が
理
解
さ
れ
るo
國
家
組
織
の
全
•體
は
一
個
の
純
粹
な
る
必
要
產
物
で
あ
る
。
共
同
體
内
に
於
け
る
統
一
.
的
集
團
の
財
政
需 

要
を
蔽
ふ
爲
め
に
、
公
的
手
段
の
調
達
が
益̂大
と
な
る
に
從
っ.て
*
全
體
の
個
.々
に
對
す
る
■內
的
依
存
性
は
愈*
增

し

、

個

^

に

對

し 

て
全
體
の
.支
出
を
支
辨
せ
し
め
る
爲
め
に
、
愈*共
機
構
は
擴
大
さ
れ
る
？
茲
に
國
家
の
資
本
隸
屬
性
の
發
展
が
あ
る
c

l

>

o封
超

f
rir
チ
.
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v
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制
度
下
の
領
地
並
に
特
權
國
家
は
戰
银
に
對
す
る
支
出
の
爲
め
に
無
所
伢
に
陷
っ
た
。
而
し
て
、
資
本
主
義
下
に
於
け
る
國
家
は

、

0 

己
の
經
濟
的
活
励
を
失
っ
て
所
謂
祖
税
國
家
と
な
っ
た
。
租
稅
國
家
は
私
的
資
本
へ
の

■隸
馬
を
意
味
す
る
。
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
に 

と
っ
て
は
、
彼
れ
等
の
庇
護
に
依
つ
て
僅
に
所
得
を
得
る
と
こ
ろ
■の
贫
闹
阈
家
が
望
し
い
の
で
あ
る
。’蓋
し
ブ
.ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
は
自
己 

の
權
カ
が
國
家
の
貨
幣
を
取
得
せ
む
と
す
る
目
的
と
一
致
す
る
こ
と
を
却
悉
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
爲
め
に
、
彼
れ
等
は
國
家
を
收 

•

藓
す
る
。
國
民
に
對
す
る
租
稅
の
搾
耿
衮
で
あ
っ
た
國
家
は
、
今
や
*'
國
家
の
«'
.權
者
に
依
っ
て
摊
取
各
れ
る
。
•
何
故
.に
今
日
國
家
は 

,

政
治
时
に
全
く
に
し
て
經
濟
的
に
無
力
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
最
も
內
的
な
る
意
義
を
示
す
も
の
は
以
上
：の
如
き
负
愦
國
家
の
理
論
で
あ 

る
0 .

併
し
乍
ら
、
斯
る
貧
困
國
家
は
結
局
必
然
的
に
生
產
の
桎
梏
と
な
る
ゼ
あ
ら
う
。
困
窮
せ
石
國
家
は
收
獾
者
を
禅
び
窮
迫
せ
し
め 

る
と
こ
ろ
の
國
家
と
な
る
で
あ
ら
う§

5 

o 

.
資
本
主
義
社
會
に
於
け
石
國
家
の
焱
然
的
，本
質
は
、
確
が
に
、
鲰
所
有
國
家
、
負
偾
國 

家
、
租
税
阈
家
の
必
然
的
本
質
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
炎
宠
す
る
も
§
は
財
政
需
要
の
如
題
で2>
.る
。
併
し
乍
ら
斯
る
貧
困
國
家
は
必
然 

的
に
所
有
國
家
に
移
る
で
あ
ら
う
。
旣
に
今
ロ
、
國
家
發
展
め
完
全
な
る
新
象
相
が
現
れ
て
居
る
。
即
ち
負
愤
國
家
ょ
り
生
產
的
經
濟 

阈
家
へ
の
發
歴
で
あ
るI

S

O
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「

無
所
有
$

_
家
に
對
し
凡
有
る
：社#
問
題
の
.解
決
を
求
む
る
こ
と
は
不
河
能'で
あ
名
9
其
は
前
述
の
如
き
富
^
^
家
に
俟
太
な
け
れ 

財
政
學
の
社
#
理
論
 

s

.

0
1
0
1
5



.財
政
擧
の
讲
會
理
输
 

ー5

ハ“
.
5
2

〕
ば
欢
ち
'^
••■

r

甯
有
な
る
國
家
.の
.み
が
^
:^
'®
家
で
あ
％
#
る
<|
_:1
|五
：>
0斯
る
富
有
國
家
に
於
て
劊
め
て-|
人
間
經
濟」

が
或
立
し
得
る 

と
謂
ふ
to
が
ゴ
'オ
1
ド
シ
ャ
イ
ド
の
財
政
社
會
學
の
歸
着
點
で
あ
るc
l
c
o 

.歸
一
一.五

-o-o^clleid'FIandbuch 

孔
，F. 

I. 

B
d
.

?

F
. 

0
.〕

</
>
♦
ô\

II
:
三
六
ゴ
オ
ル
ド

.シ
V
イ
ド
の
財
政
社
會
學
に
就
て
は
之
を
獨.立
め
論
文
と
し
一
い
取
扱
っ
た
も
の
に
大
內
兵
衞
敎
授

「

財

政

社

會(

經
濟 

"

■

集
第
六
：卷
第
三
號

〕

及
び
来
肢
七
之
肋
呒

「

ゴ
オ
ル
ド
シ
ヤ
イ
ド
の
財
政
學
說
と
其
批
判

」
(

經
濟
學
研
究
第
-;
怨
第
ニ
號〕

が
あ 

る
。
本
論
文
と
併
讀
せ
ら
る
れ
ぱ
幸
甚
で
あ
る
。

五

私
は
以
上
の
說
明
を
以
て
ゴ
オ
ルK
シ
ャ
イ
ド
の
財
政
社
脊
學
に
於
け
る
要
點
を
大
體
明
ら
か
に
し
得
た
S
II
I心
ふ
。' 
然
ら
ば
此
理
論 

に
對
し
て
如
何
な
る
批
判
が
與
へ
ら
れ
石
で
あ
ら
ぅ
か
。
先
VOV
問
題
を
包
®
的
に
觀
て
*
此
脱
政
社
會
學
は
ま
だ
党
全
な
る
理
論
的
體 

系
を
具
へ
て
居
ら
ぬ
と
謂
ふ
こ
と.で
お
る
。
例
へ
ば
、
ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
は
、
其
說
明
の
途
中
に
於
て
、
或
ぬ
叱
政
學
は
胁
會
理
論
的 

に
栽
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ.と
謂
ひ
、
或
は
財
政
學
こ
そ
一
切0
.社
#.
理
論
の
槓
杆
で
あ
る
と
說
く0
#.
し
乍
ら
、
此
ニ
論
は
無
論
兩 

立
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
浩
し
財
：膨
學
が
.社
會
理
論
0
槓
奸
で
あ
.る
と
す
れ
ば
、
財
政
學
を
社
會
理
論
的
に
邀
赢
づ
け
る
と
謂
ふ
こ 

と
は
無
意S

で
あ
る
。
財
政
現
象
の
游_
的
分
析
が
W

#
現
象
の
，本
質
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
o
'
ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
の
意
圖 

は
無
論
後
衆
に
往
る
。
從
っ
て

「

財
政
需
：婴J

の
.理
論
が
彼
れ
の
財
政
社#

學

に

於

け

る

核

心

と

.
謂

へ

る

0;
:
故
に
問
題
の
根
本
的
批
評
は 

こ
、
か
ら
出
發
■し
な
け
れ
ば
な
ら
救
？
共
同
體
は
國
家
に
先
行
ず
る
。
ご
れ
|は
異
論
が
な
い
0
こ
、
で
、
..ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
は

「

财
. 

政
霞
し
、「

财
政
糾
繳」

だ
以
て
國
.家機
權
發
生
の
脱
因
と
歡
、
此
布
き
杧
攸
< >
;

て
人
間
'國
家
と
亂
は
ば
.動
物
_
家
と
を
對
立
.せ
し
め

る
;0
仉
し
乍
ら
ハ
斯
る「

财
政
需
耍
!«
-
'の
概
念
.は
究
極
的
意
藤
の
尾
の
で
あ
も.ぅ
か
。

ふ
問
題
#
提
起
さ
れ
嗽
ば
な
ら.ぬ
で
は
な
.か
ら
，ぅ
か
0

倒

家

を

似

て

共

洞

權

內

に

淤

サ

る

統

：
一
.
，
的

集

獨

.
>

觀
名
限
り
、
共
亦
細
職.>£
0
鞏 

阇
を
圖
ス
爲
め
忙
財
政
飢
織
を
持
づ
こ̂
は
疑
な
い
0
"ゴ
オ
ル
拿
シ
ャ

.イ
ド
'は
、.財
败
組
'»
を
惹
き
起
す
名
の'は
_

爭

で

あ

る

と

.
謂

づ 

次
。：

斯
く
て
_
爭
吟
现
論
が
解
.決

.3
れ
ね
ば
愈
ら
ぬ
。
脚
ち
闘
滞
は
人
間
：の
：本
能
：で
# ,
るw

謂
.ふ
か
、
，或
は
集
團
内
に
於
け
る
支
配
翁 

が
街
は
の
利
益
の
爲
め
に
集
團€

o結
成
を
圖
り
、
進
ん
ヤ
他
集
團
を
征
服̂
て
行
く
過
程
で
あ
る
と
嘯
教
け
れ
ぼ
汝
ら
ぬ
？
彼
れ
は 

無
論
紙
者
を
主
張
す
る:0
‘然
ら
ぼ
、
財
政
：需
要
：
.の
原
因
、：
財
政
飢
織
：，の
目
的
は
權
カ
：の
娌
論
.に
雊
.っ
：て
解
決
さ
れ
る
も
の
で
あ
る。
' 'ゴ 

.オ
ル
.
ド

シ

ャ

イ

ド

：
は
：
從

來

：
の
.

征
服
說
權
カ
論
を
以
，て
不
充
分
なo

:i
.し
、「

財
政
：

p

耍」

.の
間
題
を
提
起
し
た
；が
、
典
は
顧
局
前
者
の
補 

論
若
し
く
は
其
材
料.に
.
過

ぎ

な

か

っ

た

.
：

Q

で
あ
る
-:
:
°
_
ネ
に「

財
政
_
要」

を
.究
極
概
念
と
し
 

太
此
の
客
觀
的
滌
种
に
依
て
人ll
f
l 

糊
家
と
.励
物
綱
家
を
區
^

^
る
.
&
ら
ぼ
、
其
は
寧
^

人

間

士

動

物

と

を

沐

嘉

；
に

同

ニ

，
視

す

る

こ

と

：
に
：
な

ち

ぅ

-;
0
.
.
ゴ
：
オ

.

ル
>
 
シ
ヤ
ィ
ド 

め
：#

 
く
、共「

人
間
經
濟」

.を
社
會
生
物
學
璧
傭
に
ょ
：つ.，て
.說
く
も
の
^
は
、
僅
か
吃
論
理
上
の
紘
一
 

'が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。#
;L
、 

「

彼
れ
が「

財
政
.：

|§
耍
」.

を
以
て
，人
間P

家
.を
所
謂
励
物
固
家
に
對
立.せ
し
め
た
と
謂
ふ.こ
と
：.が
旣
：に
本
能
的
社#
と
t

て

；
の-'
®
)
物

國

家

と
 

-向
的
意
識
を
も
っ.人
關
國
家
と
0
相
異
を
_示
.す
も
.の
で
あ
る
0 

.
蓋
じ
財
政
需
要
ば
人
間
の
目
的
意
識.に
银
0
て
發
生
す
.る
^
の
龙
か
ち 

で

あ

る

。

財

政

學

の

，
由

題

と

な

る

，
公

共

；體

の

2
1
的

慮

識

は

.
則

ち

.
败

.
始

意

_

で

あ

る

0

こ
，
の

意

味

に

於

て

、

.
私

は

財

政

.學

M

龄

对

：
甚

治
 

的

方

面

：
を

强

調

す

る

，

工

ー

ズ

に

加

擔

す

る

'

、コ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
も
亦
、
財
政
史

Q

分
析
に
於
て
此
立
場'
を

採

つ

た

。
.
故

に

ズ 

:ル
.
タ

シ

拟

-
ォ
;1
.

¥シ
ャ
イ
y
の
財
政
社
會
舉
金
評
し

V.、

齬
濟
社
^

#

询̂
題
性
を
_

«
し
た
、
車
な
'る
政
治
社
'#
摩
の1

部
們
.に 

,
.财
政
^
の
.社
僉
,
餚 

§
 

.
0
1
0
五)



財

政

學..の>肚

.#
理
論；.. 

M

六

•

.

、
二

 

2
、
ザ

す
ぎ
ぬ
と
謂
つ
た1

6
。
併
し
こQ

批
評
が
問
題
の
中
心
に
觸
，
^
て
居
ら
ぬ
こ
.と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る0
又
セ
リ
.グ
、マ
ン
は
时
政

社
會
學
.に
對
し
て
次
0
如
き
批
評
を
述
べ
て
居
る0

, 

*
 

..

「

ゴ
オ
ル
K
シ
ャ
ィ
ド
の
財
政
社
會
學
は
一
一
個
の
地
點
に
甚
礎
を
お
く
。
一

 

は
健
全
で
あ
る
と
し
て
も
新
し
き
も
の.で
^
ま
い
o
他
は 

新
し
.く
は
，あ
る
が
誤
謬
で
あ
る0
即
ち
第
一
の
理
念
は
、
凡
有
る
粗
稅
は
本
來
戰
時
に
於
て
課
：せ
ら
れ
る
も

.の
；で
あ
る
か
ら
、
財
政
學 

は
平
和
の
科
學
で
は
な
く
て
戰
维

Q

科
學
で
あ
る
と
謂
ふ
と
と
で
‘あ
る
;0

殆
ど
總
て
.の
著
作
者
は
火
部
分
の
租
税
が
戰
時
支
出
を
支
辨 

す
る
爲
め
の
非
常
手
段
と
し
て
發
生
し
た:̂
謂
ふ
こ
七
を
强
調
す
る°
併
し
乍
ら
> 
今
日
迄
戰
争
の
狀1
.が
原
則
：で
あ
.
つ

て

.列

外

で

は
 

な
い
と
敎
へ
た
も
の
は
誰
.も
な

い

。

以
上
の
歷
史
的
事
實
は
、
無
論
、
近
時
に
於
て
戰
爭
が
例
外
で
あ
つ
て
平
和
が
原
則
で
あ
る
と
謂
ふ 

明
瞭
な
る
考
察
と
衝
突
し
な
い
。
ま
た
、
戰#
並
.に
戰
争
準
備
の
支
出
は
比
較
的
に
年
.々

減
少
し
o

iあ
り
、
急
激
に
擴
太
し
つi
あ
る 

地
方
財
政
の
領
域
に
於
て
は
殆
ど
何
等
の
役
目
を
も
演
じ
な
い
と
.謂
ふ
考
察
と
衝
突
し
な
い
の
で
あ
るo
財
政
を
戰
爭
科
學
と
呼
ぶ
こ 

と
は
一
恐
ら
く
獨
乙
に
於
け
る
現
在
の
苦
境
に
照
し
て
說
明
さ
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ

o
併
し
一
般
的
說
明
と
し.て
は
.不
合
®
で
あ
る
。
也 

の
點
は
更
に
主
張
し
難
い
。
其
は

『

國
家
の
收
奪』

と
謂
.ふ
.新
理
念
か
ら
成
つ
て
居
る0『

舊

時

に

於

て
.:
'

國

家

は

富

有

で

あ

つ

た

が

故

に
 

著
實
-
!
#物
办

に
相
當
し
た
。
其
は
大
な
る
公
有
地
を
領
街
し
、
多
く
の
財
產
を
持
ち
、
然
か
も
企
業
を
行
ふ
こ
と
少
か
つ
た
と
謂
ふ
點 

に
於
て
然
ぅ
で
あ
つ
た
の
で
あ̂

現
在
、
國
家
は
貧
し
い
。
而
し
て
他
の
も
の
に
依
つ
て
支
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
の
國
家
は 

「

經
濟
的
無
力」

に
依
つ
.て
影
響
を
受
け
、
そ
の
故
に
、
政
治
的
に
弱
い

』

0『

國
家
所
有』
の
斯
る
注
意
す
べ
き
理
念
は
本
質
上
中
世
的
の
も 

の
で
あ
つ
て
、
政
治
生
活
の
近
代
的
概
念.に
.於
て
は
何
等
の
稂
據
を
も
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
.0
若
し
斯
く
の
如
き
が
財
政
社
#
學

に
於
て
意
味
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
社
會
學
と
財
政
擧
と
を
混
同
し
な
い
方
が
双
方
に
と
つ
て
ー
屁
宜

'ぃ
で
ぁ
ら
ぅ
し8
1ー
ー
さ

斯
る
常
識
的
な
る
批
評
が
問
題
の
中
心
に
觸
れ
て
居
ら
ぬ
こ
と
は
許
す
と
し
て
も
、
ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
の
說
明
と
セ
.リ
グ
マ
ン
の 

批
評
と
は
孰
れ
が
現
實
的
安
當
性
を
も
つ
で
あ
ら
う
か
。
私
は
前
者
に
於
て
却
つ
て
現
實
財
政
現
象
の
特
徵
が
ょ
く
道
破
さ
れ
て
居
る 

と
看
る
も
の
で
あ
る
。
セ
リ
グ
マ
ン
は
自
ら
、
今
日
吾
々
の
努
力
す
べ
き
こ
と
は
財
政
學
の
社
會
理
論
を
少
く
と
も
其
輪
廓
に
於
て
示 

す
こ
と
で
あ
る
と
謂
つ
て
居
る
薛.四
0
レ
。
果
し
て
然
ら
ば
、
ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
の
財
政
理
論
は
少
く
と
も
彼
れ
の
批
評
以
上
の
憤
値 

を
も
つ
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
の
說
明
は
從
來
の
學
說
に
對
す
る
批
判
に
於
て
勝
れ
て
居
る
。

「

從
來
の 

財
政
學
は
單
な
る
記
述
的
行
政
技
術
論
に
す
ぎ
な
い

」

と
謂
ふ
點
に
於
て
私
は
全
く
彼
れ
に
賛
成
で
あ
る
。
共
歷
史
的

•

社
#
的
被
制 

約
牲
を
忘
れ
る
と
き
、
其
れ
は
然
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
：う
。
從
來
の
技
術
論
か
ら
財
政
學
を

JE
し
き
方
肉
に
间
け
た
と
謂
ふ 

意
味
に
於
て
.
*彼
れ
は
確
か
に
、
ド
ゥ-
ス
、
ド
•
ダ
レ
ェ
フ
の
主P
を
一
步
迆
め
た
も
の
と
謂
へ
る
。
ゴ
ォ
ル
ド
シ
ャ
イ
ド
に
刺
戟
せ
ら 

れ
て
、
イ
ェ
ヒ
ト
、
ズ
ル
タ
ン
、
マ

ソ
等
が
、
或
は
歷
史
的̂

學
的
に
財
政
類
型
を
分
祈
し
ノ
或
は
說
明
契
機

(
D
l
u
n

oqs
m
i
e
n
t
)

 

の
問
題
ょび

こ
れ
を
理
論
的
に
擴
充
し
、
又
、
經
濟11
:
#'
;
樂
と
の
連
繫
に
於
て
正
し
き
肢
政
，敏
の
意
味
を
明
ら
か
し
や
う
と
努
め
た
の 

は
、
財
政
學
がar

等
か
の
形
態
に
於
て
社#
理
論
上
の
.
明
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
ら
う
。
斯
る
意
味
に
於
て
彼
れ
は
財
政
學 

に
於
け
る
ー
轉
機
を
齎
ら.し

_た

も

の

と

謂

0
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